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『精神物理学原論jの射程

一一フェヒナ…における自然哲学の自然科学的基盤1)一一

福元圭太

O.序
汗産物の魂の生活についてjという爵題を持つ fナナj(1848年)で撞物脊魂議を主張

した2)フェヒナーは，大著『ツェント・アヴェスターj(1851年)において汎神論的な万

物賦霊論を展開し，人間，動物はもとより，無機物をも合む地球そのもの，また諸惑星

に魂の事在を承認しそれらすべてが持の魂に包含されているという世界像を提示し

た03)フェヒナーのこのような自然哲学的・汎神論的な世界像はしかしほとんど何の

反響も呼ばなかった。これらの著作で自然哲学的な思弁を前面に抑し出したブェヒナー

は，そのような方法では自らの世界観が置に入れられないことに想到する。本稿で議論

の中心になる『精神物理学原論j4)(1860年)においてブエヒナーは，いわば「戦略を変

更し，自然哲学的思弁を一旦背景へと追いやって，自然科学の設諾，具体的には数学

によって，精持と身体，魂と物費の関係を解明しようとした。

本稿は『精神物理学原論Jを読み解く 6)ことによって，フェヒナーが自らの自然哲学

的・汎神論的世界像を自然科学的に根拠づけようとした試みの様相を描出するととも

1)本稿はグスタ}フ・テオドール・フェヒナーの思想とその変選を跡付ける一連の研究の第4部に

当たる。その第1蔀を構成するのは，織元圭太「魂の計灘に関する試論ー…グスターフ・テオドー
ル・フェヒナーとその系譜(1)-J rかいろすj第47号，かいろすの会， 2009年， 33-48ページ
(全文はhttps://qi工匂凡lshu-u.ac担/dspace/handle/2324/16171から閲覧およびダウンロード可能)で

ある O また第2部，第3部に当たるのが注の2，3に挙げた各論文である。ライブツィヒ大学の物理

学教授で、あったフェヒナーは， 19世紀初頭から中葉にかけての自然哲学的思弁と実証主義的な自然

科学的思考の fはざまjに位置しその独特の立ち位置から，本稿で示されるような特穣あるt耳持
論的世界観を形成した。フェヒナーの水脈はへッケルの一元論的世界観を通してベルシェ(Wilhelm

Bolsche)やヴィレ (BrunoWi1le)などの「フリードリヒスハ…ゲナー・デイヒタークライス」へ，

またヱルンスト・マッハを過してパール (HermannBahr)やホフマンスタールら fヴィーナー-モ
デ、ルネJへと繋がり，さらにはフロイトの精神分析学，グスターフ・マーラーの死に関する思弁，
ベルクソンの心身論などへ流れ込む。本稿はこれらの思想・文学の系譜の一端を解明する試みであ

る。

2) 議完圭太「フェヒナーにおけるモデルネの fきしみj一一グスターフ・テオドール・フェヒナー
とその系譜 (2)- J r替語文化論究J第26号，九州大学言語文化研究院， 2011年， ト21ページ
(全文はhttps://qir.kyushu剛u.ac.jp/dspace/handle/2324/19178から閲覧およびダウンロード可能)。

3) 福元圭太 rrツェント・アヴェスターJにおける賦霊論と彼岸ーーグスターフ・テオドール・
フェヒナーとその系譜 (3)-J r設語文化論究j第28号，九チH大学言語文色研究総 2012年，
121-134ページ(全文はhttp://hdl.handle.net/2324121802から閲覧およびダウンロード可能)。
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に，そのような試みから何が生まれたか，またその試みを思想史のどこに定位すべきか

を考察することを話的とする。

1. r精神物理学原論J
「精神物理学J(Psychophysik) という造語は一見奇異に感じられる。心，魂，精神，意
識など，数値化されたデジタルなデータとして把握できないものを対象とする心理学

(Psychologie) と，物理的刺激そのものや，物紫としての身体ないし肉体の機龍や反志と

いった客観的に把擬可能で、，数字に瀧元できるものを対象とする自然学としての[古典]

物理学 (Physik) とは，そもそも平灰が合わないと考えられるからで為る。フェヒナ}

の独自性はしかしまさにこの造語に集約されていると言ってよい。すなわちフェヒ

ナーは，それら「心と体J，r靖神と身体J.r魂と物質jとが「関数的ないしは依存的諸
関孫にjあると言うのである。

ここで言う捧持物理学と辻，身体仮谷rper) と魂 (Seele)の関の，よ与一般的に

言えば，身体的な (ko叩erlich)世界と精神的な (geistig)世界の間，物理的な (phy-

sisch)世界と心理的な (psychisch)世界の間の関数的ないしは依存的諸関係につい

ての厳密な学問であると理解されたい。7)

f精持物理学原論j全2巻は，第1巻のすべてと第2巻の6割強を占め， 35章が費やさ

れる「外的精神物理学JCausere Psychophysik) と，第2巻の後半， 36章から46章までの
11の章にわたる「内的精神物理学J(innere Psychophysik)に大別される。

1 -1. r外的精神物理学J(ausere Psychophysik) 
「外的精神物理学jは数種化が可能な外界からの物質的軒数量と藷神的なもの(知覚や

4) Gustav Theodor Fechner: Elemente der Psychophysik. Dritte unveranderte Auflage. Ersterτeil / Zweiter 
Teil. Breitkopf & H差rte1.Leipzig 1907.以下詮においてはElemente，1. Teil， Elemente， 2. Teilと略記し
そのベ}ジ数を示す。なおTeilは「部Jと訳すべきであろうが，それぞれ本として独立して発刊さ

れているので，本文では「巻jと訳す。ブエヒナーのこの本は従来『精神物理学綱要』ないし『精

神物理学饗鱗jと訳されてきた。「主要なところJ，r骨子jを表す f鱗要jも.r治、なめをなす大窃
なことがら。また，それをまとめたものJである「要綱J(いずれも『広辞苑』第5版による)も
フェヒナーが本書のタイトルに Elementeという語を充てた意図からは少しずれている。フェヒ

ナーは[精神物理学jという新しい学問は f生成の最初期段階jにあり，すでに基礎づけられ形成
された学問の骨子をまとめた「初級教科書J(Elementarlehrbuch)ではなく，新たな学問が開始さ

れたばかりで¥それがまだ「初期段階J(Elementarzustand)にある，としているからである

(Ele1匁ente，1.τeil， S. VIIIふ以上の理由から f精神物理学原論jと訳すことを提案したい。
5) Hans-JUfgen Arendt: Gustav Theodor昂chner.Ein deutscher Naturwissenschaftler und Philosoph im 19. 

Jahrhundert. Peter Lang. Frankfurt am Main 1999， S. 135. 
6) 難解な本書を読み解くにあたって導きの糸となったのは，内林岳史による優れた論考である。深

離したい。門林岳史 fG'Th'フェヒナーの精神物理学 哲学と心理学の関，轄神と物質の関Jr現
代思想J督土社.2000年4月号 (r特集 心理学への招待J)所収. 142剛166ページ。
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の関数関係を対象とする O 人間の感覚を直接数イ酸化することはできない。しかし

フェヒナーは，数値化が可能な外界からの物理的刺激を物悲しにして，感覚をその関数

ことができるのではないか， と考えた。フェヒナ…はこの着想、を，前著『ツェン

ト・アヴェスターJの補遺 f数学的心理学の新しい原則に関する覚書J8)に記してい
た 1855年から弱年にかけてフェヒナーは，自分自身，妻，義理の父，ライブツイと大

学の拘禁や岳悲科学系の学生たちを主な被験者として，明るさを惑とる呂の惑覚，音を

感じる耳の感覚，重さを感じる筋肉の感覚，温度を感じる皮購の感覚等について，物理的

な刺激量の差違と感覚の変化の関数関係を測定する実験を積み重ねていた。フェヒナー

が用いた測定方法は， I丁度可知差違法J(Methode der eb叩 merklichenUnterschiede)， 
「正誤法J(Methode der richtigen und falschen Falle) ，および「平均誤差法J(Methode der 
mittleren Fehler)の三つである。10)I丁度可知差違法」は，被験者が気付くことのできる

櫨小の剰設の差を感覚の単位とする。たとえぜ最初に100グラムの重さのものを持たさ

れた被験者が，持グラムの重さが加われば「よち重くまったjと感じるかが諜定される。

でiま，わずかに異なるエつの剰設を被験者iこ与え，そのどちらの蒋激が大きい

かを判断させる。その判断の正しきの割合が感覚の単位とされる。「平均誤差法jにおい

ては，二つの刺激のうちの一方を基準としもう一方の刺激が基準となる刺激と同じ大

きさになるまで被験者に調整させるO 調整後の数値と， もともとの基準との誤差の平均

が感覚の単位となる。いずれもニつの刺激によって生じた感覚の差に注目する，これら

三づの測定法によってフェヒナ…は，数値として把握可能な外的刺激と感覚の聞の関数

関係を導出しようとしたのである。

もっともこれら外的な物理的科激量と惑覚の欝数爵採に関する研究を宥ったのは，

7) Elemente， 1. Teil， 5. 8.強調はフこLヒナ]による。人文科学の低統においては，たとえばPsyche，

Seele， Geist，あるいはBewusstseinといった単語の使い分けや， Ko叩erとLeibの違い等は常に問離

になるが，フェヒナーの用語ではそれらは厳密に区別されない。フェヒナーは次のように書いてい

る。「身体と精神 (Ko叩erund Geist) .あるいは肉体と魂 (Leibund Seele) ，あるいは物質的なもの

と観念的なもの (Materiellesund Ideelles).あるいは心理的なものと物理的なもの (Physischesund 

Psychisches)……は究極的な基盤と本賞において異なっているものではなく，把握や観察の拠って

立つ訴によってのみ異なっているにすぎない (nurnach dem Standpunkt der Auffぉsungoder 

Betrachtung vεrschieden) Jo (Gust註vTheodor Fechner: Zend-Avesta oder uber die D勾~des Himmels und 
d注'sjenseits.ぬmStand;拘nktder Naturbetrachtung. Zweite Auflage. Besorgt von Kurd Laswi江花rIagvon
Leopold Vos. Hamburg und Leipzig 1901， Zweiter Band， S.135.)この文章からは Geist，Seele， Ideelles， 

Psychischesは呼び名の違いがあるだけで向じものを指していることが分かる。それはまた Korper，

Leib， Materielles， Physischesについても同様である。

8 ) Gustav Theodor Fechner: ZenιAvesta， a. a. 0.， Zweiter Band， S. 1 69ff. 
9) このような着想が閃いた1850年10月22日を「精神物理学誕生の瞬間Jとして「国際精神物理学会J
が「フェヒナーの日 (Fechner-Day)Jと定め，毎年この日に会合会開いていることについては，注
2に挙げた拙稿 nツェント・アヴェスター』における賦霊論と彼岸Jを参照されたい。
10) El，捌 ente，1.τ凶，5.73.なお今日ではふつう「了度可知差違法jは「櫨隈法J.r平均誤差法jは「調
整法J.r正誤法jは「垣営法jと呼ばれている。 r'L'理学欝典.i1=評議義勢強編，害斐罷， 2004年〈拐

絃9綴〉参患。
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フェヒナーが最初ではない。11)先行研究の中でなかんずくフェピナーにとって重要だ、っ

たのは，かつての部であち現在は友となっていたヱルンスト・ハインワヒ・ヴェーバー

(Ernst Heinrich Weber) が確立した「ヴェ…パーの法則」であった。すでに1834年，

ヴェーパーは気付くことができる最小の誕激差，すなわち了度可知差を用いて，外的な

物理的刺激と感覚の変化に関する関数関係を究明していた。「ヴェーバ…の法則Jを端的

に言えば「丁度可知差は基準となる元の刺激の強度に比例するJとなる。丁度可知差を

.d.R，元の耕激をRとすれば，.d.R/R=C (C は定数で，ヴェーパー比と言われる)という

式が成り立つ。たとえば元の刺激を100グラムの重さとしそれが110グラムになったと

きに拐めて「重くなったjと感覚されたとする。そうであるなら元の刺激が200グラムの

場合， r重くなったJと感じられるのは，刺激を220グラムにした場合である (10/100=
20/200) 0 12)フェヒナーはこの法則を知っていたが，その重要性には気付かなかったc 先

述の『ツェント・アヴェスターjの補遺「数学的心理学の新しい原則に関する覚書J~こ

ブェヒナーが記した着想も 「ヴェ…パーの法則」とは無関係に訪れたものと思われ

る013)フェとナ一試しかし後8，吉らを f再建上を歩いてjいた入に轍え， r譲与i詩きさ
えすればJ14)そこにあったものを，わざわざ一周してやっと見つけたようなものだ， と

述懐している。

ヴェーパーは物理的刺激の強度を基準として感覚を測定した。一方ブェヒナーは刺激

に対する感覚を量として把擁し， rヴ、ェーパーの法則」を積分することによって「フェヒ
ナーの法期Jcrヴェーパ一口フェヒナーの法期jと呼ばれることもある)を導出した。
それは， r感覚量は刺激量の対数に比例するJ.あるいは「心理的刺激の測定値である感
覚量が等差級数的(1，2， 3， 4， 5， ...)に増加するために誌，物理的剰設は等比級数的(1，2，

4，8，16，…)に増加しなければならない」という法則である。数式ではy= klogs/bと表
される。15)フェヒナーはこの数式を「言葉に翻訳J16) している。

11) たとえばフェヒナー自身，スイスの数学者ベルヌーイ (DanielBernoulli)がすでに1738年にベー

テルスブルクの科学アカデミーに提出した論文を引き.1ターラーのお金(外的物理量)の錨値を，

貧者と金持ちでは異なって感覚すること，前者において1ターラーは「その日を幸福なものにするj

が，後者においては，その財産が増えたことに「全く気付かない」としている (Elemente，1. Teil， S. 

235.)。フランスの自然科学者で，世界の全事象を計算可能性のうちに回収する「ラプラスの悪魔j

で有名なラプラス (Pierre-SimonLaplace)も外的な物理的弱激量と惑覚の数学的関数関採に言及し

ているし，数々の定理や公式を残したスイスの数学者オイラー (LeonhardEuler)も音程の感覚が

空気の撮動数という物理量に依存していることを最初に言及した。またミュンヒェンの天文学者

シュタインハイル (KarlAugu詰tSteinhei1)による鰻星む揮疫の正薙な薙定に欝する接究をフェヒ

ナーは参照し，そこから「平均誤差法jを導き出している。 (Vgl. Hans-Jurgen Arendt: a. a. 0.， S. 1440 

12) 数字は説明を簡単にするための便宜上のものである。また今日では「ヴエ}パーの法則」は，限

定された耕識の範留でしか妥当しないことが知られている。

13) Vgl. Hans-]urgen Arendt: a. a. 0.， S.146. 

14) Elemente， 2. Teil， S. 544.またフェヒナ…はヴェーパーを「いみじくも精神物理学の父と呼びたいJ

としている (Elemente，1. Teil， S. IX.) 0 

15) Ebd吋 S.13.

16) Ebd.， S. 13. 
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感覚量 (y)は刺激の絶対量(戸)ではなく，その刺激闘の値 (b)(Schwellenwert)， 

すなわち感覚がそこで生じまたそこで消滅する[感覚の強さがOになる;福元]数値に

ひとまとまりの単位として関係づけられる場合，刺激量の対数と関数関係にある。

まとめれば，感覚援は基本的刺激値 (derfundamentale Reizwert) [s/b;福元]の対数

に比例する。17)

なおkは視覚，聴覚な

と呼ばれている。

に異なる定数である。この式は「尺度定式J(Masformel) 

ここで新たに浮上するのは「関J(SchwelIe)の問題である。先取りして言えば， r関j
こそが，外的精神物理学と内的籍持物理学を繋く二フェヒナーの鍵概念であるO 先に挙

げた三つの感覚溺定法は，いずれも二つの耗激によって生じた感覚の差を灘るもので

あった。感覚の差試しかし料激量の犠小な変化の下では生じない。 100グラムの重さを

100.001グラムに増やしたとしても，我々はそれを惑覚では捉えられないであろう G これ

は，外的な物理的刺激を連続的に変化させても，感覚ないし構神の方は不連続にしか変

化しないことを意味する。つまり，外界からの物理的刺激が一定の強度を持たない限り，

感覚の変化は訪れないのである。また外界からの物理的刺激がそもそもある程度の強度

を持っていない場合は，我々は何も感覚することはできない。18)フェヒナーは前者，す

なわち刺激の差違を初めて感覚できるようになる闘を「刺激差違関J(Reizunterschieds-
schwelle)，後者，すなわちそもそも刺激を感覚できるようになる闘を「刺撤闘J

(Reizschwelle)と時ぷ。「ヴょに…パーの法則」が「刺激差違闘」に関する法則であること

は言を侠たない。それでは「ヴェーパーの法則Jと「刺激関jとの関係はどうなるのか。

フェヒナーは次のような定式を導き出す。 dy= Kds/s19) (s =刺激量，y =感覚量，K=s 

とyの値に依存する定数，dy 感覚の徹小な変化，ds=刺激の微小な変化)。この式を

フェヒナーは「基礎定式J(FundamentalformeI)と呼ぶ。20)そこからフェヒナーは，。

(=刺激の微小な変化)との(口感覚の微小な変化)は比例するという前提のもとで，

先ほどの「尺度定式Jy口klogs/bを導き出したのである O

初期条件にあたる刺激関の髄 (b)をフェヒナーは「感覚がそこで生じまたそこで消滅

するj値，すなわちOに設定した。つまりこの関を超えない感覚の檀は負の数，関を超

える感覚の植は正の数となる。もっとも，感覚量が剰設量との関数においてのみ溺定可

龍であるのならば，科激鵠における感覚量の笹は在意の数字でもよかった辻ずである。

しかしフェとナーはそれをGに設定することによって，内的藷持物理学へと続く葬を鍔

いたことになる。そこには紫意識の興題が薄上してくる。

17) Ebd.， S. 13.強調はフェヒナ…による。
18) たとえば我々は輔蝦にi玄関き取れる音波や犬には嘆ぎ分けられる臭いを感覚することはできな
しミ。

19) Elemente， 2. Teil， S. 10. 

20) Ebd.， S. 10.強調はフェヒナ…による。



18 f精神物理学原論iの射程

刺激ないし刺激の差遣の量が擬よりも低ければ低いほど，それらは感覚されにくく

なり，そもそもそれが感覚されるまでに必要な刺激量は増加する。刺激ないし刺激

の差違が関の下に留まっている限り，それに対する感覚はいわゆる無意識に留まる

のである。刺激ないし刺激の差違の量が関よりも下に沈み込めばそれだけ，無意識

も深くなる。たとえば関下にある遠くの音や大気中の臭いなどの刺激によって惹起

される感覚は，その強震が爵を超える一定の億になるまで無意識下に留まることに

なる O 感覚闘の値をOに設定し，意識される感覚を正の値で把握した場合，無意識

下の感覚iこはおのずと負の檀が充てられることにまる。21)

癒を超える刺激ないし輯激の差違と感覚の関数，つま与iEの数で表すことのできる意識

を間接的に計測することは可能である。まさにそれが外的精神物理学の課題であった。

しかし関下の刺激ないし刺撤の差違仁無意識下にある感覚の関数について，我々は何

を知りうるのであろう。

外的精神物理学は，物理学である以上.rエネルギー保存則jに準拠しているはずだと
ブェヒナーは考えた。そうであるならば，たとえ関下の識弱な郭激であっても，物質的

な内界である人聞の身体の中で，なんらかの活動が惹起きれていなくてはならないはず

である。外的な物理的郭激が需の上下を詩わず連続しているにもかかわらず，意識的な

精神活動は非連続的にしか観察されないのはつまり，無意識というブラックボックスが

そこに存をするがゆえまのである。掛このブラックボックスの中で進行しているはずの

活動こそ，フェヒナーが精神物理的活動と呼ぶものに他ならない。

1 -2. r内的精神物理学J(innere Psychophysi批)
概念を整理しておこう or……刺激が感覚を直接呼び起こすのではない。刺激と感覚の
爵には，刺激によって惹起される内的な身体的活動，我々が簡潔に精神物理的活動と呼

んだところの活動が挟まっているのである……Jo23)フェヒナーは「刺激ー精神物理的活
動一惑覚jを一つの「遠鏡J(玄武総〉にたとえ，その外的な末端 (das基凶3ereEndgliede) 

を刺激，内的な末端 (dasinnere Endgliede) を感覚とする。その中間にある連結部

〈出ittelgliede)こそが糧持物理的活動であると競走するのである。24)外部韓持物理学にお

いてフェヒナーは精神物理的活動についてはほとんど言及せず.rこの連結部をいわば
飛び越えていたが，それは外的精神物寝学においては， r達鎖jの南端である科激と

21) Elemente， 1. Teil， S. 245.強調はフェヒナ}による。
22) 注意したいの辻，たとえそもそも最低援の璃激を惑じることのできる韓議欝の上に科激量があっ

たとしても，事情は変わらないことである。つまり，物理的刺激震が連続的に変化する場合でも，

感覚は刺激差違闘を超えるまでは生じない，つまり不連続にしか生じない。その意味においては，

意識が感覚できない額域，すなわちブラックボックスが，頼書交欝の上にも存在するということにな

る。

23) Elemenfe， 2. Teil， S. 372. 
24) V gl. ebd.， S. 372. 
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感覚が直接経験によって確かめることができたためであるとしている。

内的精神物理学が対象とするのは，物質的な内界である人間の身体的(物理的・生理

学的・生化学的等)な活動である精神物理的活動と，感覚などの精神的活動との関数閑

孫である。もっとも人間の身体的な活動の詳細については，フェヒナーの時代にはまだ、

ほど解明されていないiまかりでをく，26)rヴェーパーの法員むが内的藷持物理学にも
かどうかも，経験的には実証されえない。その意味で詰外的精神物理学と内的

精神物理学の間には飛躍があると言わざるを得ない。内的精神物理学はすなわち，外的

精神物理学のアナロジーを用いて，それが内的精神物理学へと飛躍したまさにその間隙

を光填するために，精神物理的活動を要請しなければならなかったのである。

内的精神物理学において取り上げられるテーマは，知覚や記憶，覚醒と睡眠注意カ，

想像力，幻想や妄想，そして夢などである。たとえば知覚や記憶などの精神的な活動は，

身体的な精神物理的活動とどのような関数関係にあるのであろう O これらのメカニズム

はしかし当時はまだ誌とんど解明されておらず，フェヒナーの記述も諒究の親領的な

提示にとどまっている 27)ブょにとナーが提唱した藷持物理学，特iこ内部構持物理学は，

フェヒナーによるその定義を繰り返せば， r身体と魂の間の，より一般的に言えば，身体
的な世界と精神的な世界の問，物理的な世界と心理的な世界の間の関数的ないしは依存

的措関係J28)を物理的・数学的に解明しようとするものであった。それはすなわち，特

にヂカルト以降に顕著な哲学的「心身問題」への自然科学的なアブローチだ、ったのであ

り，現代の心脳問題にも直結していると言えるであろう。29)

フェヒナーに関する浩識なモノグラフィーを著したハイデjレベルガ}詰，フェヒナ…

の理蕗を概略次りようにまとめている。総務理的変fとは，議密な物理法部に準拠してい

るはずなので，それらは，少なくとも原期的には，物理的法期に従って説明可能である

はず、だ。ゆえに物理的変化を説明するのに，他の説明原則を用いる必要はまったくない。

きてフェヒナーには「エネルギ…保存則」は物理的現象の領域に普遍的に妥当すると思

25) Ebd.， S. 372. 

26) これについては解剖学や生理学の成果も「まだ非常に不十分であるJしそれが「電気的なもの
であるか，化学的なものであるか，あるいは棲械的なものであるかjさらにそれが「灘定可能なJ
(ponderabeO ものであるか f灘定不可能なJGmponderabeO ものであるかについて， r率藍に寄っ
て我々はそれを知らないjとフェヒナーは言う oElemente， 1. Teil， S. 373. 

27) もちろんこれらの開題が今日，すでに解明されているわけではない。現在も脳科学的，解剖学的，

生化学的アプローチなどによって，これらの問題を解明しようとする努力が続けられている。いわ

ゆる脳内物質や神経伝達物質，たとえばアドレナリン(ノルエピネフリン)やβエンドルフイン，

いろいろなアミノ酸やアセチルコリン， ドーパミンやセロトニンなどの発見とその働きの解明など

も，フェヒナーの問題意識の延長上にあると言ってよいだろう O

28) 住6参照。
29) 藤松渉『心身開題J青土社. 2008年.14ページ以下参照。
30) Michael Heidelberger: Fechners wissenschaftlich件ilosothische開初旬ffassu略 In:Fechner und die Fo，留ω
auserhalb der Naturwissenschaften. lnterdiszitlinares Kolloquium zum 200. Geburtstag Gustav Theodor 

Fechners.廷g.von Ulla Fix unter Mitarbeit von Irene A1tmann. Niemeyer. Tubungen 2003， S. 27f. 
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われた。つまり物理的な領域法「因果論的に閉じた棒系J31lなのである。この原埼は有

機体(Organismen)についても当てはまるはずで、あり，有機体の諸現象の説明について

も，他の非学問的な原則に逃避する必要はまったくないとフェヒナーは考えたのであ

る。心理的な現象と輯理的な現象との関数関採についても，物理的該部は妥当するはず

である。つまり「物理的な現象の変化のないところに，心理的な現象の変化は生じな

いJo32)つまりあらゆる心理的なものは物理的なものによって条件づけられている，ブエ
とナーの言葉で言えば，持者iま「関数的ないしは扶存的諸関保J33)にあるはずである。

内的精神物理学の理路を以上のように跡付けるとすれば，フェヒナーは人間の心のす

べてが物理的現象の反映であるとする，冷徹な人問機械論の提唱者なのであろうか凸 fナ
ナjで植物有魂論を主張し， rツェント・アヴェスターiで万物賦霊論を議関したフェヒ
ナーと，内的精神物理学のフェヒナーはどこで接続するのであろう。

2.関と神
腐の問題は無意識と密接に関連する。そもそも刺激欝にまで達しない微弱な蒋激は感

覚きれないが，物理的変化が存在する限り.rエネルギー保存則」に従って，感覚にも変
化が生じているはずである。つまり意識として感覚されない変化が，無意識において生

じている詰ずなのである。料激差違欝に関しでも持様である。わずかでも物理母蒋激量

に悲があれば，これもまた「エネルギー保存則」に従って，感覚に変化が生じるはずで

ある。しかるに感覚の変化は自覚されない。ただし無意識の中では感覚最に変化が生じ

ていなければならないはずで、為る。このような関と無意識の関採についてフェヒナ…泣

以下のようにまとめている O

精神物理学的争認の概念は，会かんずくそれが無意識の概念一般に確冨たる基礎

を与えるがゆえに，最も重要な意義をもっている。心理学は無意識の感覚や表象，

あるいは無意識の感覚や表象の作用を度外視することはできない。ところで存夜し

ないものがいかにして作用できると言うのであろう。開設すれば，無意識の感覚や

表象は，我々が持っていないものとどのように区別することができるであろう。匿

別は必要であるが，その区別はどうすれば明確になるであろう。また今日まで， ど

こを探せばこの明確さを得ることができたであろう。

私が患うに実擦のところ，我々の理議の最も素晴らしい成果の一つは，それがこ

の明確さを与えてくれる点にある。我々の理論は，感覚を，あるいはそれがどのよ

うな意識状態であろうが，その感覚自体が依存している何らかのものと関数的な関

係にあると，異議串し立ての可能な患弁によらず，反章受が不可能ごと経験によって把

31) Ebd.， S. 27.強調はハイデルベルガーによる。

32) Ebd吋 S.28.
33) 、注7参照。
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握するのである。その関数的な関孫とは，感覚が詑要きしている罵も警この暫らかの

ものが存続し続けるような関係を謡う。感覚や表象は，たしかに無意識の状態にお

いてiえそれらを揺象的にその基盤から理解する誤ち，そこに実際に存在するもの

という状惑にはないが，我々の内では感覚や表象がその関数となっている荷らかの

ものが，すなわち精神物理的活動が，続いているのである。籍神物理的活動はまた，

生の波動34)(Oszillation)あるいは特別な内的外的な契機がその運動を開催の上へと

引き上げる程度に応じて，碍び感覚を生ぜしめるものである。この運動はまた，別

様の意識現象である意識に上る精神物理的運動にも関与しそれに変化を惹起しう

るが，その変化の根拠は我々にとって無意識の内に留まるのである035)

関と無意識の関係を，フェヒナ…は以下のような図で表している。36)

A ハハハ
ノ vv¥)

悶1

B 

図の線分ABは闘の値である。波形は時間と共に推移する我々の意識や感覚を表して
いる。闘の下に潜り込んでいる部分がすなわち無意識で、ある。 1日という周期で考えれ

ば，関下の無意識は睡眠に，関上の意識は覚醒に相当するであろう。周期をもっと楚く

とっても，このような波形は観察される O たとえば関上だけで波形が観察されること

(たとえば覚醒時における一時的興替など)もあれば，関下だけで同議の渡形が生じる

(たとえば睡眠時の夢の中での一時的興脅さなど)こともあろう。フェヒナーは隷分ABを

「主要罷J(Hauptschwelle).波形の全体を[主要波J(註auptwelle)と呼rJ'. 活発な意識
活爵を表す f主要渡jから突出する波を f上部波J(Oberwel1e)， r主要設jの抵い部分
を形或する謡、やかな波を f下部設J(Unterwelle)と呼ぶ。また f主要関jの上器下部に

かかわらず，譲形の活欝の指諜となる践を想定し，これを f上部関J(Oberschwelle)と
呼ぶ。これらを模式的に密示すれば以下のようになるom

設形と欝の位置関係を表したこれらの関によってかなり理解しやすくなったと思われ

るが，意識なり感覚なりは あくまで f主要関jの上部においてのみ連続しているので

あり，全棒としてそれらは非連離にならざるを得ない。ただし「主要関jの下部でも物

34) この波動については以下の図1.臨2参照。

35) Elemente， 2. Teil， S. 432f. 

36) Elemente， 2. Teil， S. 52l.にある関を棋'lf.した。

37) この図は福元が作成した。
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覚醒時の一時的興奮
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理的な現象は連続しているのであるから， rエネルギー保存則Jに従ってそれに対応する
何らかの身体的な活動が連続しているはずである。また関の上部に限っても，微小な外

的蒋激畿の連続的変化を，人は非連続的にしか感覚できない。これらの「連続性と非連

続性J38)(Kontinuitat und Diskontinuitat)の蹴揺を埋めるために要請さたれものが精神物

理学運動であった。鐘ち返せば，鶏持物理的運重きとは，無意識というブラックボックス

の中で進行しているはずの，刺激と感覚を媒介する身体的活動を意味するのである口

さて f主要波jを一人の人間の意識・無意識の波として理解することはうなずけよう。

しかしフェヒナ…は，たとえば函1の三つある[主要関jを趨える山 (a，b， c)を，三つ

の別個の有機体の意識と考えることができるとしている。39)たとえば三人の人聞が覚醒

持に話をしている場合の f主要波jをひとつの留に落とし込めば，そのように理解でき

ないことはない。これを敷街すれば，たとえば『ナナjで論じられた植物の魂の生活と

は， r主要関」からず、っと下に沈潜したところにある植物独自の「主要波Jである，とい
うことになろう O もっとも(ほとんどの)人間は，遠くの音や大気中のかすかな臭いを，

それが刺激闘を越えないがために感知できないように，植物の意識や魂を感知すること

ができない，ということになる。

ここに至って我々は， rナナJと『ツェント・アヴェスターJのフェヒナーに出会う O
フェヒナーの精神物理学はここで、自然科学的基盤に立った自然哲学へと移行する。

我々の主たる意識の関数である主要波は，我々の特殊な意識現象の関数であるよ

うな波彰を描く G しかし我々の主要設そのものを，あるより大きな主要波の上部波

であると見なすことはできないで、あろうか。そのようなより大きな主要波は物理的

には実在する。ではなぜ精神物理的に存在しではならないのであろう O というのも

38) Elemente， 2. Teil， S. 517. 

39) Vg1. ebd.， S. 521. 
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地球上のシステムの全活動は，大き令波形態で搭けるのであち，彊々の右接棒の活

動システムはその小さな上部波として蔑しているにすぎないからである。また種々

の天体のj言語システムも，自然の金活動システムー殻の上部設にすぎない。我々の

内部にある設譜構造は，我々を越え出ても存続する。

我々の中の判別可能な意識現象の関数である我々内部の上部波が，その上部渡に

とっての関を超えた部分では非連続にしかならないのに主要爵を超えた部分では

連続的であるなら，我々の主たる意識の関数である主要波もまたその関を越えた部

分でのみ非連続的であるものの，より低い主要閣の上では連続的なのではないだろ

うか。そこから結論を導くなら，我々の主たる意識の他に，さらにより一般的な意

識が存在することになる。それは，我々の意識がそれ自体の特殊なものを包括して

いるように，我々の意識をその特殊なものとして包括しているような意識であ

る。40)

つまり，主要闘や上部闘は上下に動かすことのできる線分なので，その任意の位置に

よってはさまざまな意識が連続的とも非連続的ともなりうるのである。そうであるな

ら，それらさまざまな意識すべてを也捕する意識が要請されることになる。フェヒナー

は以下のように続けている O

このような見解はおのずと自然を遍くその意識で満たしている神を要請する

[・・・・・・]041) 

かくしてフェヒナーの精神物理学は，汎神論的神を要請するのである。『死後の生につい

ての小冊子j(1836年)や fツェント・アヴェスターjの第2巻でフェヒナーが主張し

た，死後の魂の存続についても，この文脈で述べられている。

ここから我々留々の死後の存続 (Forte:xistenznach dem Tode)という見解と多く

の点で関連が生じる。特に以下の観点はわかりやすいであろう O

上部設と結びついている援覚的像は，その畿が自の中から諮えた後も記震の中に

残壊を習める。その残像はより一般的で高次の，一毅的ないし主たる意議である記

穏ないし患考の王国へと入っていく O 我々はこう信じてもよかろう。我々の主要波

がより抵い欝にとっては上部波となるのであれば，それに穏当することが我々の主

要波にとっても生じるということを。つまりは我々の精神が死後により高次の神の

精神の王国に入っていくことを

40) Ebd.， S. 533. 

41) Ebd.， S. 533. 

42) Ebd.， S. 534. 
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我々が見聞きして感覚し，記憶し思考したもの，つまり全ての意識と無意識の活動は，

精神物理活動という物理的基盤がある繰り， rエネルギー保存期J~こ従って我々の肉体が
滅んだ、設も消滅することはないはずである。つまり魂は死後も存続し，より高次の精神，

神の精神へと入って行くとフェヒナーは結論するのである。これは自然科学的基盤に

立った自熱哲学であり，人爵の精持や意識詰物理的現象の反換に過ぎないと考える，冷

徹な人問機械論とは様相を異にすると替わざるを得ない。むしろフェヒナーは自然科学

的な思考の帰納法によって神を要請する，つまりア・プリオリな根拠からの演鐸ではな

く， r婦締と類誰によってJ43)(durch Induction und Analogie)持の存寂を実証しうると考
えたのであり，後の哲学史においてフェヒナーの方法が「帰納的形而上学j44) Gnduktive 

Metaphysik) と呼ばれる所以である。

3.意義と展望
持や死後の魂の蒋続についてフェピナーは， r精持物理学原論jでは最後の数ページで
触れる程度にとどめている。というのも， rこれらはしかし，さしあたり精神物理学の問
題というよりは，自然哲学および宗教的な自然観の問題であり，精神物理学の現在の水

準を考意すると，そのような開題を究明する培んの諸に就いたと言えるだけだから

である O 続けてフェヒナーは，これについて詳しくは， rツェント・アヴェスター』の第
3部および『魂の問題についてj(1860年)を参照するよう指示している。46)発行時期か

ら考えてフェヒナーは f精神物理学原論jと再時に『魂の問題についてjという白熱哲

学的著作を書いていたことになる。この事実は，自然科学と自然哲学がフェピナーにお

いては議離しておらず，表裏一体とまっていたことの巧まざる註左であるように患われ

るO

『精神物理学原論Jは同時代的にはあまり反響を呼ばなかった。売り上げに関するデ}

タを示せば， 1862年9丹までに拐譲700部中，第1巻が310器売れ，やっと出競経費を結

える程度であった。問時期までに第2巻は264部が売れたのみであった。制1862年10月13

日の日記にフェヒナーはこう記している。

新機軸を打ち出そう (Bahn[…] brechen) という意欲に満ちた本ほど，普及させる

ことが最も難しい (arnschwersten Bahn brechen)ということは，よくあることだ。48)

43) Gustav Theodor Fechner: Zend-Avesta， a. a. 0.， Erster Band， S. xv. 
44) たとえばおhannesHirschberger: KJeine Philosothiegeschichte. Herderbucherei. Freiburg im Breisgau 
1961， S. 193f.あるいは『岩波哲学・思想辞典』第3刷，岩波書庖， 2004年， 321ページ以下等。
45) Elemente， 2. Teil， S. 534. 
46)初販が出たのは1861年に入ってからである。 Vgl. Gustav Theodor Fechner: Uber die Seele1φ-age.E勿
Gang durch die sichtbαre Uをなumdie unsichtbare zu finden. 2. Auf1age， Leopold Vos. Hamburg und Leipzig 
1907，百telseite.
47) Hans-Jfugen Arendt: a. a. 0吋 S.156.ただし1870年代の中期に初版は完売となったc
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f精神物理学原論J，土，人間の心理を数学の言語で表す道を拓いた。この本が後の f実

験心理学jを基礎づけたことは言を挨たない。樹事実フェヒナーのライブツイヒ大学に

おける実質的な後任にあたる50)ヴント (WilhelmWundt)は，実験心理学者を自認する最

初の例となった。アーレントは19世紀中葉に相次いで、現れた，人間存在の神秘を科学的

に解明しようとするという意味における f人間学J(Anthoropologie) としてのダーウイ

ンの進化論やメンデルの遺伝学の系舗に，フェビナーの精神物理学を位置づけてい

るその当否はともかく，実験心理学の鼻祖としてのフェヒナ}が f精神物理学原論』

をもって思想史上に持つ最大の意義を…ー況持論的な神の要請や死後の魂の行方法ひと

まず棚上げして…一端的に替えば， r経験的心理学J(empirische Seelenlehre) において
は「内的な感覚の現象やその法則に数学を応用できないがゆえに」自然科学からは「常

に誌ど遠い状惑に蜜まらざるを得ないという謀長せに立っていたカントを論較したこ

とであろう。

『精神物理学際論』に触発され，エルンスト・マッハはヴイ…ン大学の私講師時代に

フェとナ一言身に次いで霊史上2番Eに籍持物理学の講義をした。またフロイトは，そ

の無意識の理論以外でも，フェヒナ…から多くのヒントを得ている。フェヒナ…が

ヴイ…ンの精神史に与えた影響についてはしかし稿を改めなくてはならない。

(本研究はJSPS科研費24520362の助成を受けたものです。)

48) Gustav Theodor Fechner: Tagebucher 1828 bis 1879. Teilband I. Hg. von Anneros Meischner-Metge. 

Bearbeitet von Irene Altmann. Verlag der Sachsischen Akademie der Wissenschaft zu Leipzig， in 
Kommision bei Franz Steiner Ver1ag Stuttgぽt.Stuttgart 2004， S. 452. 

49) これについては丹林岳史 f名の露連一一〈フェヒナー〉についてJr表象文北論研究j1 (特集:
身体のロマン主義とリアリズム)，東京大学大学院総合文化研究科趨域文化科学専攻表象文化論端，

2003年3月， 98-127ページ参照。
50) ヴントは当初(1875年)，哲学の教授としてライプツイヒに招聴きれ，哲学や論理学また，当時は

まだ哲学の範轄にあった心理学関援の授業を担当した。 1879年に鱈人の資惑で実験心理学の f探究
所J(Institut)を設立.1882年に政府から 1度限りの予算が下りて.r研究所jは一応公式の性格を
持つようになった。 6つの部臆が与えられ，年間予算もついて，ライブツィヒ大学に公式の「実験

心璃学研究所」が設立されたのは，翌1883年のことであった。

51) Hans-Jfugen Arendt: a. a. 0吋 S.156.
52) Vgl. Immanuel Kant: Metaphysiche Anfangsgrunde der Naturwissenschajt. In: Kants椛rke.Bd. rv. 
Akademie-Textausgabe， Walter de Gruyter. Ber1in 1968， S. 471. 



26 『精神物理学原論jの射程

Die Tragweite der Elemente der R砂chophysik

-Die naturwissenschaftliche Grundlage der Naturphilosophie 

bei Gustav Theodor Fechner-

Keita FUKUMOTO 

Gustav Theodor Fechner hatte in seiner Schrift Nanna (1848) den Pf1anzen ein eigenes 

Seelenleben zuteilwerden lassen und in seinεm volurninosen Werk Zend-Avester (1851) 

behauptet， dass nicht n町 Menschund Tieζsondern auch die Erde selbst und die Gestirne von 

Gott beseelt seien. Fechners Uberzeugung von einer naturphilosophisch-pantheistischen 

Allbeseeltheit der Natur fand jedoch kaurn Resonanz. In seinern Buch Elemente der 

Psychophysik (1860)， das den Gegenstand dieser Abhandlung bildet，基nderteFechner seine 

"Strategie“und stellte seine naturphilosophischen Spekulationen vorerst zuruck. Diesrnal 

versuchte er rnithilfe einer naturwissenschaftlichen狂erangehensweise，genauer gesagt， rnit 

der Sprache der Mathernatik die Beziehungen zwischen dern Physischen und dern Psychischen， 

zwischen Korper und Seele zu erhellen. 

Psychophysik definiert Fechner als die "funktionel1en oder Abhangigkeitsbeziehungen 

zwischen Korper und Seele， allgerneiner zwischen korperlicher und geistiger， physischer und 

psychischer We1t“. Diese neue Disziplin besteht nach Fechner aus zwei Teilen: der auseren 

und der inneren Psychophysik. 

Die ausere Psychophysik erforscht die "funktionellen oder Abhangigkeitsbeziehungen“ 

zwischen der rnessbaren Grose der Reize und den Ernpfindungen. Dabei spie1te詣rFechner 

das 1834 von Ernst Heinrich Weber aufgeste11te sogenannte "Webersche Gesetz“eine uberaus 

wichtige Rolle. Dieses besagt， dass je starker der Reiz ist， desto grδser der Reizunterschied 

sein rnuss， urn diesen Unterschied zu bernerken. So nirnrnt rnan z. B. die Gewichtszunahrne 

eines Gegenstandes von zunachst 100 g erst wahr， wenn das Gewicht urn 10 g auf 110 g ange-

wachsen ist. Entsprechend rnuss ein Gewicht von 200 g urn 20 g anwachsen， urn schwerer zu 

wirken (10/100口 20/200).

Durch rnathernatische Operationen leitete Fechner aus dern ，;Weberschen“das 

"Fechnersche“oder "Weber-Fechnersche“Gesetz ab. Dieses besagt， dass sich die subjektiv 

ernpfundene Starke von Sinneseindrucken proportional zurn Logarithrnus der objektiven 

Intensitat des physikalischen Reizes verhalt. Fechner品hrtdies folgenderrnasen aus: ，，Die 

Grose der Empfindung (y) steht im時rhaltnissenicht zu der absoluten G何万edes Reizes伊')，

sondern zu dem Logarithmus der Grose des Reizes， wωm dieser auf seinen Schwellenwert (b)，ι 
i. diejenige Grose als Ein 
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Die Tragweite der Elemente der Psychophysik 

- Die naturwissenschaftliche Grundlage der Naturphilosophie 
bei Gustav Theodor Fechner-

Keita FUKUMOTO 

Gustav Theodor Fechner hatte in seiner Schrift Nanna (1848) den Pflanzen ein eigenes 

Seelenleben zuteilwerden lassen und in seinem voluminosen Werk Zend-Avester (1851) 

behauptet, dass nicht nur Mensch und Tier, sondern auch die Erde selbst und die Gestirne von 

Gott beseelt seien. Fechners Uberzeugung von einer naturphilosophisch-pantheistischen 

Allbeseeltheit der Natur fand jedoch kaum Resonanz. In seinem Buch Elemente der 

Psychophysik (1860), das den Gegenstand dieser Abhandlung bildet, anderte Fechner seine 

"Strategie" und stellte seine naturphilosophischen Spekulationen vorerst zurUck. Diesmal 

versuchte er mithilfe einer naturwissenschaftlichen Herangehensweise, genauer gesagt, mit 

der Sprache der Mathematik die Beziehungen zwischen dem Physischen und dem Psychischen, 

zwischen Korper und Seele zu erhellen. 

Psychophysik definiert Fechner als die "funktionellen oder Abhangigkeitsbeziehungen 

zwischen Korper und Seele, allgemeiner zwischen korperlicher und geistiger, physischer und 

psychischer Welt". Diese neue Disziplin besteht nach Fechner aus zwei Teilen: der auBeren 

und der inneren Psychophysik. 

Die auBere Psychophysik erforscht die "funktionellen oder Abhangigkeitsbeziehungen" 

zwischen der messbaren GroBe der Reize und den Empfindungen. Dabei spielte flir Fechner 

das 1834 von Ernst Heinrich Weber aufgestellte sogenannte "Webersche Gesetz" eine iiberaus 

wichtige Rolle. Dieses besagt, dass je starker der Reiz ist, desto groBer der Reizunterschied 

sein muss, urn diesen Unterschied zu bemerken. So nimmt man z. B. die Gewichtszunahme 

eines Gegenstandes von zunachst 100 g erst wahr, wenn das Gewicht urn 10 g auf 110 g ange­

wachsen ist. Entsprechend muss ein Gewicht von 200 g urn 20 g anwachsen, urn schwerer zu 

wirken (10/100 20/200). 

Durch mathematische Operationen leitete Fechner aus dem ,;Weberschen" das 

"Fechnersche" oder "Weber-Fechnersche" Gesetz abo Dieses besagt, dass sich die subjektiv 

empfundene Starke von Sinneseindrticken proportional zum Logarithmus der objektiven 

Intensitat des physikalischen Reizes verhalt. Fechner flihrt dies folgendermaBen aus: ,,Die 

Groj3e der Empfindung (y) steht im Verhiiltnisse nicht zu der absoluten Groj3e des Reizes (fJ), 

sondern zu dem Logarithmus der Groj3e des Reizes, wenn dieser auf seinen Schwellenwert (b), d. 

i. diejenige Groj3e als Einheit bezogen wird, bei welcher die Empfindung entsteht und verschwin­

det, oder kurz, sie ist proportional dem Logarithmus des fundamentalen Reizwertes [gesperrt im 

Original]", und er drtickt dieses Verhaltnis mit der Formel y=k 10gP/b aus. 

Gerade diese "Schwelle" ist fUr Fechner der Schliisselbegriff, der die auBere mit der 
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inneren Psychophysik verbindet. 1st die Reizdi百'erenznur minimal， wird keineVeranderung 

der Empfindung hervorgerufen. Man nimmt z. B. die Gewichtszunahme eines Gegenstandes 

von zunachst 100 g nicht wahr， wenn das Gewicht nur um 0，001 g auf 100，001 g anwachst. Das 

bedeutet， dass sich Empfindungen diskontinuierlich ver泊ldern，wahrend sich der ausere Reiz 

aber kontinuierlich verandert. Daruber hinaus nehmen wir uberhaupt keine Veranderung 

wahr， wenn der Ausgangreiz a凶3erstschwach ist. Aufgrund dieser Schwelle bleiben die 

Emp自ndungennur diskontinuierlich， wahrend die Reize physisch kontinuierlich sind. 

Zwischen der Kontinuitat der physichen Reize und der Diskontinuitat der psychischen 

Empfindungen liegt nach Fechner das Unbewusstsein. Die Bewegung， die im Unbewussten 

als ein "Schwarzes Loch“vorgeht， nannte Fechner die psychophysische Bewegung und 

betont: "Nicht der Reiz erweckt unmittelbar Empfindung， sondern zwischen ihn und die 

Empfindung schiebt sich noch eine innere korperliche Tatigkeit， wir nannten sie kurz die 

psychophysische， ein“. Fechner vergleicht die Beziehung "Reiz-psychophysische Bewegung-

Empfindung“mit einer "Kette“. 1hr auseres Endglied sei der Reiz， ihr inneres Endglied die 

Empfindung und die psychophysische Bewegung bilde das Mittelglied. 

Den Forschungsgegenstand der inneren Psychophysik bilden die "funktionellen oder 

Abhangigkeitsbeziehungen“zwischen den psychophysischen Tatigkeiten und den geistigen 

Erscheinungen wie "Schlaf und Wachen， Sinnesgedachtnis， Illusionen， Traum“usw. Ebenso 

wie heute war zu Fechners Zeiten kaum Genaueres uber diese korperlichen ([bio]chemisch-

anatomisch-biologisdトphysiologischen)Aktivitaten bekannt， weshalb sich auch Fechners 

Ausfuhrungen auf die Darstellung der Leitgedanken seiner Forschungen beschranken. 

Falls das Bewusstsein (= Empfindung) entsprechend der Position der Schwelle das bald 

kontinuierlich， bald diskontinuierlich ware， musste， wie Fechner meint， ein allumfassendes 

Bewusstsein postuliert werden: "Die Konsequenz dieser Au宜assung白hrtzur Ansicht eines 

in der Natur allgegenwartigen bewusten Gottes“. 

Einen Gott postulierte Fechner jedoch nicht a priori und deduktiv， sondern induktiv-

naturwissenschaftlich; er ging also davon aus， dass er die Existenz Gottes durc 
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inneren Psychophysik verbindet. 1st die Reizdifferenz nur minimal, wird keineVeranderung 

der Empfindung hervorgerufen. Man nimmt z. B. die Gewichtszunahme eines Gegenstandes 

von zunachst 100 g nicht wahr, wenn das Gewicht nur urn 0,001 g auf 100,001 g anwachst. Das 

bedeutet, dass sich Empfindungen diskontinuierlich verandern, wahrend sich der auBere Reiz 

aber kontinuierlich verandert. Dartiber hinaus nehmen wir tiberhaupt keine Veranderung 

wahr, wenn der Ausgangreiz aliBerst schwach ist. Aufgrund dieser Schwelle bleiben die 

Empfindungen nur diskontinuierlich, wahrend die Reize physisch kontinuierlich sind. 

Zwischen der Kontinuitat der physichen Reize und der Diskontinuitat der psychischen 

Empfindungen liegt nach Fechner das Unbewusstsein. Die Bewegung, die im Unbewussten 

als ein "Schwarzes Loch" vorgeht, nannte Fechner die psychophysische Bewegung und 

betont: "Nicht der Reiz erweckt unmittelbar Empfindung, sondern zwischen ihn und die 

Empfindung schiebt sich noch eine inn ere korperliche Tatigkeit, wir nannten sie kurz die 

psychophysische, ein". Fechner vergleicht die Beziehung "Reiz-psychophysische Bewegung­

Empfindung" mit einer "Kette". Ihr auBeres Endglied sei der Reiz, ihr inneres Endglied die 

Empfindung und die psychophysische Bewegung bilde das Mittelglied. 

Den Forschungsgegenstand der inneren Psychophysik bilden die "funktionellen oder 

Abhangigkeitsbeziehungen" zwischen den psychophysischen Tatigkeiten und den geistigen 

Erscheinungen wie "Schlaf und Wachen, Sinnesgedachtnis, Illusionen, Traum" usw. Ebenso 

wie heute war zu Fechners Zeiten kaum Genaueres tiber diese korperlichen ([bio]chemisch­

anatomisch-biologisch-physiologischen) Aktivitaten bekannt, weshalb sich auch Fechners 

Ausfiihrungen auf die Darstellung der Leitgedanken seiner Forschungen beschranken. 

Falls das Bewusstsein (= Empfindung) entsprechend der Position der Schwelle das bald 

kontinuierlich, bald diskontinuierlich ware, mtisste, wie Fechner meint, ein allumfassendes 

Bewusstsein postuliert werden: "Die Konsequenz dieser Auffassung fiihrt zur Ansicht eines 

in der Natur allgegenwartigen bewuBten Gottes". 

Einen Gott postulierte Fechner jedoch nicht a priori und deduktiv, sondern induktiv­

naturwissenschaftlich; er ging also davon aus, dass er die Existenz Gottes durch 

"Induction und Analogie" beweisen konne. Fechners Methode wird daher von der 

Philosophiegeschichtsschreibung als "induktive Metaphysik" bezeichnet. 

Elemente der Psychophysik haben den Weg eroffnet, das Psychische in die Sprache der 

Mathematik zu tibersetzen. Damit wurde Fechner zu einem Begrlinder der spateren "experi­

mentellen Psychologie". Philosophiegeschichtlich konnte man Fechners groBten Verdienst 

darin sehen, dass er mit den Elementen der Psychophysik Kants Behauptung "empirische 

Seelenlehre [bleibeJ jederzeit von dem Range einer eigentlich so zu nennenden 

Naturwissenschaft entfernt, [ ... J weil Mathematik auf die Phanomene des inneren Sinnes und 

ihre Gesetze nicht anwendbar ist" widerlegte. 


